令和８年度　仙台市まちなか実証ラボ事業
実証団体　応募申請書
■ 提出方法・注意事項
	1. 本様式に必要事項をすべて記入し、Wordファイルまたはこれを変換したPDFファイルを、下記の事務局専用メールアドレス宛に電子メールで提出してください。
1. メールの件名は「【まちなか実証ラボ応募】＋団体名」としてください。
1. 申込締切：令和８年７月27日（月）17時00分（メール受信時刻）。
時間を過ぎた提出は受け付けられません。
1. 様式の項目・書式は変更せずに使用してください。提出後の内容変更はできません。
1. 提出後、事務局より受付完了の返信メールを送信します。２営業日以内に返信がない場合は、下記の事務局専用メールアドレス宛に電子メールでご連絡ください。
提出先メールアドレス： sendai-machinaka-lab@tobutoptours.co.jp






















　①　基本情報
	団体名（法人名）
	（例）株式会社〇〇

	団体名（フリガナ）
	

	代表者　氏名・役職
	

	本店所在地
	※仙台市内の本店または主たる事業拠点の所在地を記入

	法人番号（13桁）
	

	設立年月日
	

	担当者　氏名・役職
	

	担当者　電話番号
	

	担当者　メールアドレス
	


記入のポイント： 応募資格として、仙台市内に本店または主たる事業拠点を有することが必要です。

　②　市内大学等との関係
	起点となる大学・研究機関名
	※仙台市内に所在する大学・高等専門学校・研究機関等

	学部・研究科・研究室名
	

	関係者の氏名・役職
	

	代表者・主要メンバーとの関係
	（例）当該研究室の卒業生／在学中の大学院生／共同研究者 等


記入のポイント： 本事業は、仙台市内の大学等の研究成果を起点としたスタートアップが対象です。大学等との関係を具体的に記入してください。

関係の概要（研究成果の活用状況・連携内容等）
	








　③　実証する製品・サービス・技術の概要
製品・サービス・技術の名称
	




開発の背景・研究成果の概要
	








現在の開発フェーズ（該当する段階を記入、または当てはまるものに○）
	開発フェーズ
	（例）研究段階／試作品完成／実証実験段階／製品化直前 等




　④　実証計画
記入のポイント： 本項目は実証の計画（プレゼンテーション資料に相当する内容）です。具体的かつ分かりやすく記入してください。図表の挿入も可能です。

(1) 実証の目的・検証したい仮説
	※この実証で「何を確かめたいか」を明確に記入してください。







(2) 実証の具体的な内容
	※市民に何を体験してもらい、どのようにデータ・意見を収集するかを記入してください。








(3) 必要なスペース・設備
	※必要な広さ・電源・特別な設備等があれば記入してください。






(4) 希望する実証期間
	希望時期
	（例）令和８年11月中旬〜12月上旬

	希望日数
	※２週間〜６週間程度が目安です



(5) 市民参加の方法
	※どのように市民に参加・体験してもらうか、集客の工夫等を記入してください。








　⑤　チーム体制
実証を推進するメンバー構成
	氏名
	役割
	所属・経歴等

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


記入のポイント：実証を実際に推進する体制がわかるよう、主要メンバーを記入してください。行が足りない場合は追加してください。
　⑥　事業化に向けた展望
実証後の商品化・事業化の方針
	※実証で得た結果を、その後どのように商品化・事業化につなげるかを記入してください。







事業化に向けたスケジュールの考え方
	







　⑦　特記事項（任意）
必要な特別設備・注意事項・アピール事項等
	※必須項目ではありません。補足したい内容があれば記入してください。








■ 提出前チェックリスト
☐　①〜⑥の必須項目をすべて記入した
☐　仙台市内に本店または主たる事業拠点を有している
☐　仙台市内の大学等の研究成果を起点としている
☐　ファイル名を「まちなか実証ラボ応募_団体名」とした
☐　メール件名を「【まちなか実証ラボ応募】＋団体名」とした
☐　締切（令和８年７月27日17時）までにメールにて提出する

仙台市まちなか実証ラボ事業事務局（東武トップツアーズ株式会社仙台支店内）
申請書提出先・お問い合わせ先： sendai-machinaka-lab@tobutoptours.co.jp
